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はじめに 

商用車の自動変速装置としては乗用車に用いられる AT よりも燃費性能に優れる AMT(Automated 

Manual Transmission)と呼ばれる自動変速装置が一般に採用されている。AMT はマニュアル変速機にお

いてドライバーが行うクラッチ及びシフトレバの操作をアクチュエータで自動的に行う自動変速装置

である。筆者らは AMT においてシフトレバ操作を自動化するためのシフトユニットを開発した 1)。同

シフトユニットは電磁石で直接駆動する構造であるため、構造が簡単でかつ壊れにくくコストも安いと

いう特徴があり、信頼性とコストが重要視される商用車に適している。しかしながら使用した電磁石の

インダクタンスが大きくアクチュエータとしては応答性が劣るという問題がある 2)。一方、筆者らは制

御中のエネルギ状態を元に制御を行う方法(EEC：Energy Evaluation Control)を考案した。本報告では EEC

の概要を述べると共に、上記のシフトアクチュエータに対し EEC を適用し、その有用性を検証する。 

 

制御対象とシミュレーション結果 

Fig.1 に制御対象であるシフトユニットの構成を示す。シフ

トユニットにはシフトアクチュエータ用に最適化された電磁

石 2 個を向かい合せに配置しており、これらの電磁石を交互

に駆動することでギアイン、ギアアウトの動作を行う 3)。また

シフト操作では前後のギアイン位置と中央のニュートラル位

置の 3 位置に位置決めする必要がある。 

同シフトユニットに対しPDCとEECを適用した制御結果を

Fig.2 に示す。PDC ではギアイン位置(同図(a))への制御時に

オーバーシュートが大きく、制御の収束にも時間がかかるの

に対し EEC ではオーバーシュートはあるものの、制御の収束

は早速かった。一方ニュートラル位置(同図(b))への制御では

共にオーバーシュートは発生しないものの、EEC は PDC より

も目標への到達、収束共に早かった。 

 

まとめ 

電磁石シフトユニットの制御には PDC よりも EECの方がよ

り適した制御則であることが分かった。 
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Fig. 1  Structure of the electromagnet 
shift unit 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
  (a) Target is Gear in position 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

(b) Target is Neutral position 
 

Fig. 2  Control result of EEC and PDC 

S
hi

ft
 S

tr
ok

e 
(m

m
) 

Time (sec) 

Time (sec) 

S
hi

ft
 S

tr
ok

e 
(m

m
) 

EEC 

PDC 

Target : Gear in position 

EEC 

PDC

Target : Neutral position 

Electromagnet1 Electromagnet2
Detent 

Synchronizer 
Stroke Sensor 

Output
Shaft 

Counter Shaft 

0.4

-10

0

0

0.4

-10

0

0

3aF  6

 194 


